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＊～＊～＊第四中学校と第八中学校は、令和 3年（2021 年）4月に明和中学校として開校します＊～＊～＊

このニュースは、「第四中学校・第八中学校統合委員会」における協議の状況を、保護者や地域の皆

様にお知らせするために発行しています。今号は、２月１９日に開催した第１５回統合委員会における

協議の概要をお知らせします。

第１５回をもって、統合委員会の協議は終了しました。これまで統合に関する様々な事項にご協力い

ただき、ありがとうございました。４月にはいよいよ明和中学校が開校します。これからも温かく見守

っていただきますよう、よろしくお願いいたします。

◯校歌について

尾崎亜美氏に依頼していた明和中学校校歌が完成しました。歌詞は以下のとおりです。

教育委員会より以下のとおり説明がありました。

明和中学校の校名の由来、校章デザインとその説明については、「４本のラインは、鷺宮・白鷺・若宮・大和の

４地域を表し」と説明しておりました。明和中学校の通学区域には、野方１丁目、２丁目、５丁目のそれぞれの一

部が含まれていることを改めて確認し、説明文の中に「野方」を加えて「５地域」とするとともに、校章デザイン

につきましても「５本ライン」に見直すことが適切との判断に至りました。お詫びし

て訂正させていただきます。

◯校名の由来（校名選定理由） ※該当箇所のみ抜粋

「鷺宮」「白鷺」「若宮」「大和」「野方」の５地域が協力・連携するとともに、学校・保護者・地

域が一体となって子どもたちを大切に育てることにより、明るく健やかに成長してほしいとの思

いが込められています。

明和中学校が開校します

明和中学校の校名の由来及び校章の見直しについて

◯校章とその説明 ※該当箇所のみ抜粋

花びらの右下にある５本のラインは、鷺宮・白鷺・若宮・大和・野方の５地域を表し、それ

ぞれの地域が協力し合う様子を表現しています。

発行：第四中学校・第八中学校統合委員会

▲新校舎移転先の視察にて

尾崎亜美氏と統合委員

▲校歌制作に関する打合せにて

尾崎亜美氏と統合委員
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統合委員からのコメント

※ 統合委員会の会議要旨は、教育委員会ホームページまたは区役所５階教育委員会事務局学校再編・地域連携係でご覧になれます。

学校名・校章等を決める際に

は、新校のために真剣に意見交

換があり、入学してくる生徒の

ことを考え、良い決議となっ

た。また、素晴らしい校歌もで

き、この委員会に参加できたこ

とに感謝している。開校が待ち

遠しい。

校名・校章の協議では、応募数

が多かったこともあり、難しく

感じたが、アンケートを通し

て、子どもたちの希望や将来へ

の思いを聞くことができた他、

委員の方々の意気込みや強い

思いも改めて感じることがで

きた。

約２年半、本当に貴重な経験を

させてもらった。教育長をはじ

め、事務局の方々のご尽力があ

って、滞りなく、統合に関する

難しい課題を解決し、乗り越え

ることができたと思っている。

感謝申し上げる。

私は第四中の卒業生なので、自

分の学校がなくなってしまう

ことには寂しさも感じるが、新

しい学校をつくる場に関わる

ことができて良かった。皆様と

一致団結して統合新校のこと

を決めていけたこと、大変嬉し

く思っている。

統合委員会に参加するにあた

っては、次世代育成委員・保護

者・子どもの各立場に立って考

えようと心がけていた。委員の

皆様が子どもたちの気持ちに

寄り添い、議論し、検討できた

委員会であったことはとても

良かった。

統合委員会を通して様々な地

域の方と知り合い、話し合うこ

とができた。校章や校名等を決

めるにあたり、子どもたちの意

見を聞きながら進めることが

でき、大変良かった。皆様の力

でここまで来ることができた。

感謝申し上げる。

さまざまな立場の方の貴重な

ご意見を聞いて、勉強させてい

ただくばかりであった。最近で

は、統合委員会や明和中につい

て、保護者間の関心が非常に高

まってきていると感じている。

次世代を担う子どもたちのこ

とを真剣に考え、議論し合う素

晴らしい場に参加できたこと

に心より感謝申し上げる。明和

中学校が生徒たちの学び・育成

の場のみならず、地域の輪(和)

をつなぐ場となることを期待

している。

統合委員会に参加したことによ

り、広く地域のことを考えるよ

うになった。特別支援学級があ

る学校の統合ということもあ

り、伝えたいことはたくさんあ

ったが、それらを伝えることが

できて良かった。
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本当にあっという間の２年半

だった。穏やかに協議できたの

は、委員長と副委員長をはじ

め、委員の方々、校長・副校長

のおかげである。統合委員会は

今日で終わるが、新校舎が建つ

その日までを見守っていけた

らと思っている。

このような素晴らしい委員会

に携わることができ、心から感

謝申し上げる。委員長をはじ

め、関わる皆様の子どもたちへ

の愛情を毎回とても感じ、心地

よい時間を過ごさせてもらっ

た。思い出こそ全て！皆様に感

謝！

校歌をはじめ、つくられたもの

が歴史に残っていくと思うと、

非常に感慨深い。明和中が地

域・子どもたち・先生等、関わ

る人々にずっと愛され、大事に

残っていってほしい。

新校舎が完成するまでが本当

の統合だと思うので、今後も見

守っていきたい。また、子ども

と保護者と地域が繫がること

で統合が成り立つと感じた。こ

れをきっかけに、より強い絆が

生まれたと思う。

校名や標準服の検討において、

委員と子どもたちの意見が通

じあえたのは、私たちが子ども

たちを思うと同時に、子どもた

ちも地域の一員としての考

え・思いを持ったということが

大きかったと思う。

委員長・副委員長のリーダーシ

ップ・お人柄のおかげで、まさ

に校名のごとく、明るく和やか

な委員会であった。二つの学校

の校区の愛情と、四中愛・八中

愛から掛け算となった明和愛に

繫がっていくと感じている。

地域の方々のたくさんの思い

のうえに、校名や校章、校歌が

決まり、これだけの思いが詰ま

った学校ができあがるんだな

と思った。また、統合委員会を

通して、皆様と素敵なご縁を築

くことができたと思っている。

長い教職経験の中でも、新校の

立ち上げは初めてであった。学

校は単なる建物ではなく、いろ

いろな方々の思いが凝縮され

た文化そのものだと感じた。そ

んな形でできた明和中は、これ

からの幸せに向かっていける

と思う。

新しい学校はこうやってでき

るのかと体感させてもらった。

校歌や校章は、第四中・第八中

の思いも残しつつ、新しい校風

が期待できるものが完成した。

鷺宮小・西中野小の統合にも何

らかの形で携わっていきたい。

子どもたちと親戚一同もお世

話になった第八中が最後とい

うことで、少しでも何かの役に

立てれば、という思いで委員を

務めてきた。鷺宮小・西中野小

の統合も控えているため、それ

をまた楽しみに、地域住民とし

て見守っていきたい。

いろいろな意見交換があった

が、子どものことを中心に考え

て話し合いを進めることがで

きた。２年半、いろいろな課題

解決に向けて取り組めたのは、

委員の皆様や事務局の協力が

あってこそであり、大変ありが

たく感じている。

２年半、統合委員として活動で

きたことに感謝申し上げる。明

和中の校歌の歌詞を見て、非常

に良い歌詞ができたと思った。

子どもたちが歌う姿を心待ち

にしている。

親としての希望がなるべく反

映されるように、ということを

考えて参加していた。特に標準

服については、耐久性等の面で

かなり希望が反映されたと思

っている。非常に有意義でとて

も良い経験になった。


